
事業主及び担当者の皆さまへ

あなたの事業所でも取り組んでみませんか？
事業所が行っている「医療機関への受診を勧める方法」の紹介

取り組み

1
健診の結果が出た頃に、
朝礼などで社長から
医療機関への受診を声掛け
意識の改善を促し、放置を防ぐことができた

01 まずは、従業員の健康診断結果から健康状態を確認

03 健康診断の結果について、医師からの意見聴取（安衛法第66条の4）
事業主は、健康診断の結果、異常の所見があると診断された従業員がいる場合、従業員の
健康を保持するための必要な措置について、医師の意見を聴かなければなりません。

02 再検査又は精密検査受診を勧奨
事業主が、就業上の措置を決定するに当たり、できる限り詳しい情報に基づいて行うことが適当であることから、
再検査又は精密検査を行う必要のある従業員に対して、受診の働きかけをお願いします。

取り組み

2
健診後の医療機関を
受診することを目的に、
特別休暇を付与
「休みがとりにくい」という声に対しての解決へ繋がった

取り組み

3
医療機関を受診したのか、
報告を求める

健康意識の向上に繋がった

取り組み

4
領収書を提出してもらい、
医療機関への受診費用を
1回目のみ会社が負担
本人負担の場合より受診率が高まった

をお願いします

『要治療、要精密検査』『要治療、要精密検査』

受診の働きかけ受診の働きかけ
と判定された方へ



放置
しないで

高血圧、高血糖、脂質異常 を 放置 するとどうなる？

・脳出血、脳梗塞
・狭心症、心筋梗塞

・網膜症　・腎症
・神経障害

L D Lコレステロール値が
1 8 0 m g / d l 以 上の人は
100mg/dl未満の人と比べて

高血糖の状態を放置すると、場
合によっては人工透析が必要
になってしまいます。

収縮期血圧：160mmHg以上
拡張期血圧：100mmHg以上

収縮期血圧：180mmHg以上
拡張期血圧：110mmHg以上 出典：日本透析医学会統計調査委員会

「わが国の慢性透析療法の現状」 
（2022年12月31日現在）

出典：厚生労働省健康局
「標準的な健診・保健指導プログラム」
 （令和6年度版）

その 約 4 割 は
糖尿病性腎症が
原因です。

約 3～4 倍 、
心筋梗塞や狭心症になりやすい
ことが分かっています。

正常血圧と比べて血圧が高くなるほど
脳卒中（脳出血、脳梗塞等）の
発症リスクが 高 まります。

高血圧 高血糖

動脈硬化 糖尿病

5.2 倍

8.4 倍
出典：日本高血圧学会
「高血圧治療ガイドライン2019」を基に作成
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山口県の人口推移

生活習慣病を防ぎ、従業員が健康で元気に長く働けることが、
会社にとっての大きなメリットです

異常の所見の放置は
　　  　大きなリスクに繋がります 

2045年 男性 2025年 男性 2045年 女性 2025年 女性

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

働く世代の人口 が 減少しています

出典：国立社会保障・人口問題研究所
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